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前
東
代
遺
跡
は
、
姫
路
市
東
部
に
位
置
し
、
西
方
約

一
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に
壇
場
山
古
墳
や

播
磨
国
分
寺
が
所
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
に
御
着
城
が
あ
り
、
発
掘
調
査
の

当
初
は
、
御
着
城
の
外
濠
検
出

を
目
指
し
て
開
始
し
た
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兵
庫

県
道
路
公
社
に
よ
る
播
但
連
絡

有
料
自
動
車
道
の
建
設
が
、
御

着
城
の
外
濠
跡
と
想
定
さ
れ
る

所
に
予
定
さ
れ
た
の
で
、

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
遺
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発
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調
査
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南
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か
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幅
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の
凹
地
が
続
い
て
い
た
。
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
凹
地
は
平
安
時
代
後
期
に
は

埋
没
し
た
旧
河
道
と
判
明
し
、
ま
た
こ
の
河
に
合
流
す
る
大
溝
も
検
出
し
た
。

以
下
に
報
告
す
る
木
簡
は
、
こ
の
大
溝
が
旧
河
道
に
流
入
す
る
付
近
で
出
土
し

た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
以
外
に
、
大
溝
や
旧
河
道
か
ら
出
上
し
た
遺
物
に
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又
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山

物
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下
駄
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の
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が
あ
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。
さ
ら
に
、
底
部
外
面
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」
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書

の
あ
る
須
恵
器
杯
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
以
外
で
は
、
頭
部
や
両
側
部
を
削

っ
た
人
形
が
二
点
、
用
途
不
明
木
製
品
（楠
扇
方
）
一
点
、
②
と
同
じ
形
態
の
木

札
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
内
容
や
形
態
か
ら
こ
れ
ら
木
札
は
板
塔
婆
お
よ
び

呪
符
の
類
と
考
え
る
。
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調
査
の
結
果
、
御
着
城
の
外
濠
は
認
め
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れ
ず
、
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Ｐ
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検
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ω
は
、
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流
出
し
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文
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木
面
よ
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浮
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あ
が

っ
て
い
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。
一暴
面
に
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墨
書
は
認
め
ら
れ
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い
。

②
は
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
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し
た
も
の
で
あ
る
。
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②
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